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日本銀行の金融システムレポートは、次の 2点を目的としている。一つは、金融シス

テムの安定性を評価すること、もう一つは、安定確保に向けた課題について関係者との

コミュニケーションを深めることである。 

金融システムレポートでは、金融システムの脆弱性について、マクロプルーデンスの

視点から分析を行っている。マクロプルーデンスとは、金融システム全体の安定を確保

するため、実体経済と金融資本市場、金融機関行動などの相互連関に留意しながら、金

融システム全体のリスクを分析・評価し、それに基づいて制度設計・政策対応を図ると

いう考え方である。 

金融システムレポートの分析結果は、日本銀行の金融システムの安定確保のための施

策立案や、考査・モニタリング等を通じた金融機関への指導・助言に活用している。ま

た、国際的な規制・監督・脆弱性評価に関する議論にも役立てている。さらに、金融政

策運営面でも、マクロ的な金融システムの安定性評価を、中長期的な視点も含めた経済・

物価動向のリスク評価を行ううえで重要な要素の一つとしている。 

今回のセッションでは、経済金融環境を踏まえ、最新の金融システムレポートで行っ

たわが国金融システムの潜在的な脆弱性に関する分析・評価内容について報告する。 

 


